
校
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

地
域
の
国
際
協
力
・
貢
献
、
多
文
化

交
流
の
課
題
に
対
応
し
ま
す
。

「
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
」
は

│
│
次
の
事
業
を
行
い
ま
す

（
１
）
自
治
体
・
国
際
交
流
団
体
・

市
民
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

と
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

の
交
流
や
国
際
協
力
・
多
文
化

交
流
・
貢
献
活
動
な
ど
の
分
野

で
の
相
談
・
協
力
・
共
同
研
究

に
対
応
し
ま
す
。

（
２
）
学
生
・
市
民
団
体
等
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
の
国
際
協
力
事

業
へ
の
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

（
３
）
国
際
協
力
・
貢
献
、
多
文
化

交
流
に
関
す
る
理
論
的
実
証
的

研
究
と
教
育
に
よ
る
人
材
育
成

を
行
い
ま
す
。

（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
紙
を

通
し
て
大
学
・
学
生
・
自
治

体
・
国
際
交
流
団
体
・
市
民
団

体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

（
準
備
室
　
渡
邉
直
樹
）
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「
多
文
化
公
共
圏
」
は

│
│
大
学
院
国
際
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す

地
球
温
暖
化
な
ど
国
境
を
超
え
る

（transnational

）課
題
へ
の
対
応
や
外

国
人
と
の
「
共
生
」（co-existence

）

へ
の
対
応
は
わ
た
し
た
ち
の
地
域
で

も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
持
続

可
能
な
開
発
や
環
境
に
配
慮
し
た
生

活
（ecological

life

）
へ
の
行
動
は
、

国
際
社
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
運
動
や
行
動
は
国
家

や
自
治
体
に
よ
る
事
業
の
推
進
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り

の
自
覚
が
凝
集
し
て
は
じ
め
て
よ
り

大
き
な
力
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

２
０
０
７
年
4
月
に
開
設
さ
れ
た

大
学
院
国
際
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
を
超
え

た
課
題
解
決
の
方
法
を
「
多
文
化
公

共
圏
」
の
教
育
研
究
を
通
し
て
実
践

し
て
い
ま
す
。
国
際
学
部
・
大
学
院

国
際
学
研
究
科
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
る
教
育
研
究
成
果
の
蓄
積
を
地
域

「
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
」
の

目
的
と
「
交
流
会
」
の
開
催

２
０
０
８
年
4
月
宇
都
宮
大
学
国

際
学
部
は
「
国
際
学
部
多
文
化
公
共

圏
セ
ン
タ
ー
」（M

u
lticu

ltu
ral

P
ublic

Sphere
C
enter

）
を
開
設

す
る
予
定
で
す
。「
セ
ン
タ
ー
」
は

栃
木
県
内
外
の
自
治
体
・
国
際
交
流

協
会
・
教
育
委
員
会
・
市
民
団
体
等

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
協
賛
団

体
）
や
海
外
の
交
流
協
定
締
結
大
学

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
情
報

を
交
換
し
合
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関

わ
る
実
践
的
諸
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
準
備
段
階
と
し
て
２
０
０
７

年
12
月
6
日
に
栃
木
県
内
17
市
町
の

国
際
交
流
関
係
部
局
と
栃
木
県
並
び

に
宇
都
宮
市
国
際
交
流
協
会
と
の

「
交
流
会
」
を
開
催
し
、
地
域
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
関
わ
る
諸
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
地
域

連
携
・
地
域
貢
献
が
重
要
課
題
の
一

つ
だ
か
ら
で
す
。

と
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

「
多
文
化
公
共
圏
」
は
国
際
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

す
。

「
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
」
は

│
│
公
共
圏
の
形
成
を
応
援
し
ま
す

世
界
各
地
か
ら
や
っ
て
来
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
や
宗
教
や
慣
習
を
も

つ
人
た
ち
が
わ
た
し
た
ち
の
周
辺
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
は
留
学

生
が
い
ま
す
。
工
業
団
地
で
働
い
て

い
る
外
国
人
が
い
ま
す
。

若
者
や
老
人
、
主
婦
、
お
店
の
経

営
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ

自
分
た
ち
の
職
場
や
生
活
圏
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
場
」
の
社
会
か
ら
抜

け
出
し
て
、
み
ん
な
が
集
い
共
有
で

き
る
空
間
や
サ
ロ
ン
が
必
要
だ
と
は

思
い
ま
せ
ん
か
。
コ
ー
ヒ
ー
や
ビ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
、
情
報
を
交
換
し

合
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
相
談
を
し

た
り
、
若
者
か
ら
老
人
、
子
ど
も
ま

で
、
先
生
か
ら
学
生
、
お
医
者
さ
ん

か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ま
で
外
国
人
も

含
む
い
ろ
ん
な
年
齢
・
職
業
の
人
た

ち
が
自
分
た
ち
の
生
活
圏
を
脱
け
出

し
て
連
帯
す
る
場
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

「
縦
社
会
の
場
」
か
ら
「
横
社
会
へ

の
連
携
」
が
日
常
的
課
題
か
ら
グ
ロ

ー
バ
ル
な
課
題
解
決
へ
と
つ
な
が
る

は
ず
で
す
。「
多
文
化
公
共
圏
」
は

議
論
・
合
意
形
成
の
場
で
あ
り
、
そ

れ
は
世
界
中
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る

空
間
で
す
。「
セ
ン
タ
ー
」
は
「
多

文
化
公
共
圏
」
の
創
造
を
応
援
し
ま

す
。

「
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
」
は

│
│
国
際
協
力
・
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ア
ン
テ
ナ
で
す

「
多
文
化
公
共
圏
セ
ン
タ
ー
」
は

地
域
の
自
治
体
と
市
民
団
体
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
と
を
結
ぶ
多
文
化
交

流
・
国
際
協
力
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ア
ン
テ
ナ
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
集
合
・
議
論
・
合
意
の
成
果
を

世
界
に
発
信
す
る
ア
ン
テ
ナ
と
し
て

大
学
と
地
域
と
世
界
と
を
つ
な
ぎ
情

報
の
収
集
・
提
供
・
発
信
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
海
外
の
学
術
交
流
協
定

「多文化公共圏センター」の開設 

宇都宮大学 

地域貢献 
 国際学部 

各国留学生との連携・協力

■宇都宮大学では地域貢献事業に取り組んでいます。その取
組の一つ、「多文化公共圏センター」の活動を紹介します。

交流会（写真堤供：下野新聞社、平成19年12月7日朝刊）コーヒー・ビールと共に 国際協力に関する会議

国際キャ
リア合宿

セミナー
での討議

大学生たちの議論

教育・研究 
開発拠点 

共同 
プロジェクト 
の推進 

連携 
ネットワーク 

拠点 

宇都宮大学国際学部 多文化公共圏センター 

多文化交流・国際協力に関
する理論的実証的研究開発 

共同調査、共同研究、 
受託研究 

多文化交流・国際協力に
関する連携 

「国際学部多文化公共圏センター」（準備室） 
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